
２．読書推進のための「読書環境構成のデザイン原理」

時代が大きく変化しても、「読書」が子どもたちの学びの世界を広げ、深く考える機会を与
え、生涯にわたり学び続けるための学び方の一つであることは変わらない。第２次計画の３つ
の基本方針に加えて、「読書環境構成のデザイン」をあらためて意識し考えていく必要がある。

「写真で見る公共図書館・図書室の乳幼児・保護者のためのスペース事例集」より

第３次計画へ向けた 課題と重視したいポイント

１．急速な読書環境の変化による課題

コロナ禍による生活様式の変化により、子ども達を取り巻く読書環境が加速度的に変化し、

子どもたちの読書経験に影響している。

①電子書籍等の導入傾向とスマートフォン・タブレット等の普及による読書環境のデジタル化

が急速に進んでいる。

②「子どもが本を手に取る環境」は、家庭の経済格差等による影響が大きくみられる。

子どもが本に出会う環境の充実のために、家庭はもちろんのこと、それ以外の子どもが日常
的に過ごす場所（幼児教育現場、学校図書館、児童館や公共図書館等）での、より一層の充
実が必要である。

「子どもの読書環境構成のデザイン原理」 教育学者 秋田喜代美氏

（東京大学大学院教育学研究科長）

「OECD Education2030」※を参考にした秋田氏による読書環境デザイン原理
※世界50か国以上の国が2030年未来の教育を考えるプロジェクト

「秋田喜代美（2020）『デジタル時代における絵本・本の価値を探る～子どもたちの豊かな読書環境を目指して～』
CEDEP2020年12月オンラインシンポジウム指定討論資料」より
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